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＜連絡事項＞

・来週の歯科受診は創立記念日となる為、11/1（水）へと変更となります。北病棟での受診者は小坂君子様です。今週の金曜日より義歯使用し、様子観察となっています。義歯のずれ、疼痛、口内炎等の有無の観察・確認を行い、それらが見られる場合には受診時報告していきましょう。

・本日午後、薬局が不在となる為、オンコール体制をとることとなります。黒沢薬局長は八戸おり、15時50分～16時50分以外であれば対応するとの事です。

＜患者様連絡事項＞

・本田　英之様～本日9時～10/29(日)17時の予定で外出へ行かれています。外泊時は父様とのコミュニケーションをとる事を目的とし、帰院時に話しの内容をスタッフへ報告する事を課題としています。帰院時には目的達成の有無、夜間の睡眠・外泊状況の確認をしていきましょう。また、本日印鑑持参されていなかった為、帰院時に単独外出・外泊承諾書への押印をして頂く事としています。

・伊藤　雄一様～青山荘入所が決まり下平SWからご家族へ連絡しています。退院日は11/11（土）となっています。時間は未定です。

・上久保　善郎様～青山荘入所が決まり下平SWよりご家族へ連絡しています。退院日は決まりしだいご家族より下平SWへ連絡が来る事となっています。

・小比類巻　昇様～ご家族より11/12に退院させたいと連絡あり退院予定となっていましたが、退院後の支援の目途が立っていない為下平SWよりご家族へ電話連絡し、退院日延期となっています。

・小坂　君子様～本日11時30分～11/29(日)16時30分の予定で外泊へいかれています。帰院時は夜間の睡眠・外泊状況の確認をし、帰院後の疲労感の有無を観察をしていきましょう。また、10/26(木)右膝疼痛訴えあり整形外科受診希望されています。歩行スムーズで訴えも一定していない為、次回問診時まで様子観察としています。外泊へ行かれる際ご家族へ説明し、他科受診時はいつでも付き添えること確認しています。

＜患者様NCP検討＞

・沢田　三朗様～外泊からの帰院時や家族面会後に気が遠くなる等の不調の訴え聞かれています。不調の訴えが聞かれる際には、自室とホールとの行き来が多くなり行動に落ち着きの無さ見られることあります。環境の変化があった際に体調不良の訴えがある事を本人に自覚していただけるようケアプラン追加しています。

　ケアプラン

　＃２精神症状の観察

　Ｐ－①「気が遠くなる」気分障害ありバイタル測定

　Ｐ－②家族面会や環境の変化があった場合、落ち着いて行動出来るよう声掛け

勉強会：インフルエンザについて

＜インフルエンザと普通の風邪・ＳＡＲＳの違い＞

・原因となるウイルスの種類が違う

・症状

　インフルエンザ→急な高熱が特徴。さらに倦怠感、筋肉痛、関節痛などの全身症状も強い。これらの激しい症状が通常５日間ほど続く。特に65歳以上の高齢者がかかると重症化の可能性が高く、肺炎などの合併症を併発する事が多い。

普通の風邪→喉や鼻に症状が現れる。

ＳＡＲＥ→インフルエンザと似ているが、数日経つと急に痰が無く乾いた咳、息切れ、呼吸困難などで胸部レントゲン写真で肺炎・呼吸窮迫症候群の所見が見られる。また、頭痛、悪寒戦慄、食欲不振、全身倦怠感、下痢、意識混濁なども見られる事もある。初期症状がインフルエンザと似ている。

＜インフルエンザの合併症＞

　中耳炎、気管支炎、肺炎等があるが、最近問題にたっているのは小児の脳症となっている。流行によって異なるが用事を中心とし、毎年100～500人の発症、10～30％が死亡し、ほぼ同数の後遺症患者が出ていると推定されている。

　脳症は突然の高熱に始まり、1～2日以内に様々な意識障害（うとうとした眠りから意識混濁等）を呈し、多くは痙攣を伴う。

＜感染から発症まで＞

　患者のくくしゃみや咳・痰などに含まれるウイルスを他の人が呼吸器から吸い込む事によって感染する。（飛沫感染・飛沫核感染）くしゃみや咳等の症状がでる前の潜伏期には人に移る事はない。

　発熱、倦怠感、筋肉痛、くしゃみや咳等の症状があらわれる事を「発症」という。感染してから発症までの期間は1～3日間（潜伏期）。

　症状が出てから3～7日間は他の人へ移す可能性が高い。また、熱が高いほどウイルスを沢山出すと考えられている。小児のほうが高齢者よりもウイルスを大量に出す。

　

＜診断＞

感染していても初期の場合には（－）と出る場合がある。キットの種類や検査の時期によっても差がある。陽性（＋）とでたらその診断は確実。

＜妊娠中の影響＞

　妊娠初期（3ヶ月間）の間に母親がインフルエンザにかかると、将来子供が統合失調症になるリスクが7倍になるという研究結果がある。妊娠中期以降にかかった場合にはこのリスクが高くなる事はない。


































